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２０１1年度 Vol.1 

 ５月15日(日)、快晴で強い日差し 

のもと、さわやかな風が吹き、最高 

のＥＣＯフェスティバル日和になり 

ました。今年もしながわ中央公園を 

メイン会場として‘しながわＥＣＯフェスティバル 

２０１１’が華やかに開催されました。 

 濱野区長の挨拶の後、資源リサイクル活動等を推進し

てきた25団体に対し感謝状と記念品が贈呈されました。 

●ステージアトラクション 

 環境「ほっ」とﾊﾞﾗｴ

ﾃｨ(お茶犬･HORIPRO)、

eco実験ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｼｮｰ(ら

んま先生)、和太鼓演奏

(大井権現太鼓保存会)

Love&Peace(少年少女合唱団・83運動みんなで歌おう)、

ECOな音楽･吹奏楽!(品川区民吹奏楽団)、創作竹楽器演

奏(東京楽竹団)など、各種ｱﾄﾗｸｼｮﾝが観客の盛んな喝采

を浴びていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●模擬店＆マイ箸運動の推進 

 焼きそば、カルビ丼や飲物などが販売され、昼食時に

は長蛇の列ができていました。 

会場では割り箸の無料配布はなく、国産間伐材･端材か

らできた割り箸を1膳10円で販売しました。この売り上

げは東日本大震災復興の義援金とすることになっていま

す。 

●くらしを守る青空市 

 品川区共同購入実行員

会主催による恒例の青空

市です。「新鮮なもの・

安全なものを即売！」の

のぼりがお客さんを呼び、

野菜や果物が昼前に完売

となりました。 

●ごみ、資源回収 

 エコ容器､もやす

ごみ､びん､ｶﾝ､ﾍﾟｯﾄ

ﾎﾞﾄﾙ､陶器･ｶﾞﾗｽ･金

属ごみなどが、高校

生のみなさんの協力

によってきれいに回

収されていました。 



 

Page 2 

前回の「シイノキ」と同じく、「カエデ」はこの仲

間の総称で、別名は「モミジ」。江戸時代、南品川の

海晏寺（かいあんじ）は、モミジの名所として有名で

した。品川歴史館には、海晏寺のモミジ狩の浮世絵が

あります。（海晏寺は現在、非公開です） 

「カエデ」が品川区の木に選ばれた理由は、モミジの

名所によるものでしょう。モミジを愛でる風習は平安

の頃に始まったそうです。 

 「カエデ」という名前は、葉の形が“カエルの手”

に似ていることから付きました。赤ちゃんの、小さく

てかわいらしい手を「モミジのような手」と形容しま

す。５から７つに分かれた葉を「いろはにほへと」と

数える遊びがあり、そのため「イロハモミジ」という

名が付いたといいます。「モミジ」といったら、この

種を指します。 

 
イロハモミジ 花（4月）    種（5月） 

 モミジの花を見たことはありますか。4月半ば、花

が盛りでした。葉の陰に赤く伸びた糸。その先に雄花

と雌花が下がっています。秋に種が実ると、竹トンボ

のように飛んでいきます。種の周りには薄いつばさ状

のものが付いています。ひらひら舞って、着地したと

ころで、芽を出し、仲間を増やします。 

モミジの仲間には園芸種もたくさんあります。芽吹

きのとき赤い葉を出すもの、一年中赤い葉のもの、斑

があるもの、葉が細く裂けているもの、とさまざまで

す。品種は交配ではなく、枝の変異を選んで作出した

もので、種子をまいたら元の木に戻るといいます。本

当かどうか、試してみる価値はありそうです。 

  
       しぎたつさわ    
  園芸種：鴫立沢         紅枝垂 
 

  （環境カウンセラー 倉田智子氏提供） 

品川区の「木・花・鳥」 今回は「カエデ」をご紹介しましょう 

●太陽エネルギー見本市 

 太陽光(熱)利用機器システム、高効率機器、 

住宅版エコポイント、区･都･国の補助制度それ 

ぞれの紹介や住まいの省エネ相談コーナーがあ

り、相談や熱心な話し合いが行われていました。 

ソーラークッカーなど様々な設備を多くの方が 

興味深そうに見ていました。 

●「エコな車」乗車体験 

 水しか排出しない静かな次世代エコカー「燃料電池

車乗車体験」がありました。燃

料電池は、水の電気分解とは逆

に、水素と酸素を反応させるこ

とにより電気を取り出し、その

電気でモーターを回します。ま

た「人力車乗車体験」もあり、

親子が楽しそうに乗車していま

した。 

●手作り環境工作教室：「ソーラーモンキー」 

 太陽光発電で動く「サ

ル」のキットを組み立てて

作りました。子どもたちは

先生に作り方を聞きながら

一生懸命作っていました。

クリーンエネルギーである

太陽光発電が体験できたこ

とと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境セミナーの開催： 

「知ってトクするエコな住まいづくりと住まいかた」  

 エネルギーを節約しなが 

ら快適な生活を過ごすため

のノウハウを学びました。

親子連れで来られる方やメ

モを取られる方など、皆さ

ん熱心に聴いていました。 

ECOフェスティバル2011 

公園会場にお

ける使用電力

はすべて自家

発電で賄われ

ました。 
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環境学習講座（於：品川区環境情報活動センター）  

エコで不思議なこま作り 
5月2２日（㈱山武 門倉 誠 氏ほか） 

‘すまいるスクール’で環境学習 
 

 環境省は、子どもの放課後の環境教育プロジェクト

として環境教育プログラムを作成し、子どもたちが環

境のこと、資源のことを遊びながら学ぶことができる

教育キットを作成しています。 

このプログラムには、環境にやさしい買い物ゲーム

「エコチョイス」、生物多様性を考えさせる「カード

ゲームbidi」、ジグソーパズルで環境にやさしい社会  

 を考える「Ｅ☆カプセ 

 ル」など6種類のプログ 

 ラムが用意され、環境 

 カウンセラーが講師と 

 なって指導に当たって 

 います。  

  品川区では昨年度は18  

 校の区立小学校の‘す 

 まいるスクール’で講 

 座を行い、子どもたち

の環境教育に役立ちま

した。写真は子供たち

が協力し合って「Ｅ☆

カプセル」を一生懸命

組み立てているところ

です。 

 「現在小学１年生～

４年生に対して環境教

育を行っていますが、

この教育により子どもたちに環境マインドが身につい

ていくものと確信します。今後も‘すまいるスクー

ル’の指導員の方と協力しあって、環境学習の機会を

増やすとともに質を高めていきたいと思っています」

と講師の酒井康一さん（環境カウンセラー／NPO法人エ

コタウンしながわ副理事長）はおっしゃっていまし

た。 

‘すまいるスクール’とは、品川区立小学校の施設を

活用した全児童放課後等対策事業です。 

  

 

 

  

 こまの材料は廃棄されることになる木片を使用しま

す。木片にキリで穴を開け、軸芯を通しますが、よく 

 回るこまを作るコツは、木 

 片の重さの中心に穴を開け 

 ることです。誰のこまが長 

 い間回るかを競争しました。 

 後半はよく回るように

なったお手製のこまに模

様を描いた円形の紙を乗

せてみます。黒のサイン

ペンだけで描いた絵が、 

 回転によって黒以外の色が見える 

 ような気がします。柄や回転の速 

 さによっても見え方が違い、緑っ 

 ぽかったり赤っぽかったりしま 

 す。半分を黒く塗って、残りの部 

 分に模様を描くと色が見えやすい 

 そうです。科学的に完全には説明 

 されていないのだそうですが「ベ

ンハムのこま」という現象です。 

 綺麗な回転模様のこま

選び、NO.1は投票で決め

ました。工作を通して勉

強ができ、みんなで競争

を楽しむことができたこ

とと思います。どこが

「エコ」だったか、気づ

いてくれたかな？  

  

 

天気のしくみ Q & A 
<対象>小学生（中学年）～ 

 天気や気象のふしぎが 

かんたんにわかる本です。 

雲、夕焼け、雪の結晶など 

をつくる実験や降水量をは 

かったり、場所による気温の違いを観察す 

るなど、どれも試してみたい内容です。 

監修：森田正光 発行所：㈱学習研究社 

定価：本体950円(+消費税) 

 

 

   

   環境問題を考える 自由研究ガイド 
  <対象>小学生高学年～中学生 

   ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを使って燃料電池を   

  作る、ﾐﾆﾄﾏﾄの水耕栽培、古い 

  天ぷら油で環境にやさしい石け 

   ん作りなど、環境問題をﾃｰﾏに 

  した自由研究です。 

  編者：エコ実験研究会 

  発行所：東京書籍㈱ 

  定価：本体1,300円(+消費税) 

 おすすめBOOKS 夏休みの自由研究にチャレンジしよう 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%81%E5%B7%9D%E5%8C%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1


 

夏休み前･小学生向け環境講座 
●うすく削った間伐材を使って 

エコ工作をしよう（小学生) 

森にすむ動物やその生態を知り、間伐

材で鞠(まり)の形になる「球体」など

を作ります。 

日時／７月３日(日)14時～16時 

●牛乳パックでポンポン蒸気船を

作ろう（小学生) 

牛乳パックを利用して水蒸気の力で水面

をスイスイ走る蒸気船を作ります。 

日時／７月１７日(日)14時～16時 

８月の環境講座 
●パンダと私たち～動物園での野

生化を学ぶ（小学生以上・一般) 

絶滅危惧種に指定され、中国の国家一級保

護動物であるパンダについて、もっと知り

ましょう。 

日時／８月２５日(木)14時～16時 

しながわECOだより2011年度Vol.1 
発行：品川区都市環境事業部環境課 
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       品川区環境情報活動センター 今後のイベント予定 

講座の名称はいずれも仮称です。 

応募方法等については「広報しながわ」 

や「品川区環境情報活動センター」の 

ホームページに後日掲載します。 

Page 4 

本紙は古紙を配合した用紙で作成しています 

夏休みこども環境講座 
①生きもの博士になろう 
自然とのふれ合いから生きものに
ついて楽しみながら学び、エコな
作品を作ります。 

日時／7月26日,28日,30日 

   (13時30分～15時30分)  

②キッチンからはじめる 

エコロジー 
身近な食を通して、楽しみながら

環境について学びます。買物・調

理・片付けなどすべての内容で環

境に配慮した料理を作ります。 

日時／8月10日,11日,12日 

   (14時～16時) 
 

①②共通 

対象／小学生 

 （3年生以下は保護者同伴） 

環境記者活躍中 

 

 

 

 東品川海上公園にある太陽光・

風力発電照明灯で、この照明灯は 

風力と太陽光によるエネルギーを 

電気に変えて点灯します。 

風力をサボニウス形風車（垂直型 

風車：円筒を縦に2つに切ってつ 

ないだ形）でとらえて発電し、太 

陽光は太陽電池パネルで受けて発 

電し、バッテリーに一旦蓄えま 

す。夜間暗くなるとLEDが点灯し 

ます。電力会社の電力が停電して 

もこの照明灯は大丈夫です。 

 

 

 

  環境記者の小野さんは会社の有志でボランティア

チームを結成し、公園の清掃美化活動に参加していま

す。現在は聖蹟公園内の花壇において、年４回季節に

応じて花の植替えをし、また適宜水撒きをしながら花

壇を管理しています。 

「この日は春の日差しが暖かく、お花も心地よさそう

に見えました。少しは景観に貢献しているとうれ 

しいんだけど」と記事に書いてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ゼロ・エミッションとは、産業活動等により排出さ

れる廃棄物や副産物を他の資源として活用し、その結

果として廃棄物を生み出さないシステムを目ざそうと

いう考え方です。 

しながわ区民公園で行われて 

いるゼロ・エミッションの取 

り組みをご紹介します。 
公園内で出た剪定枝や枯れ 

木、倒木などを小型破砕機で 

細かく砕きます。 

 これらや落ち葉に発酵材 

 を混合して袋に詰め、約6 

 カ月かけて発酵させ、堆肥 

 にします。 

 公園内の樹木の周りなどに 

 施すと地力がつき、花壇に 

 撒くと綺麗な花を咲かせる 

 ことができます。また堆肥

は区民に無料で配布もしているとのことです。 

配布についての詳細はしながわ区民公園にお尋ねくだ

さい。TEL 03(3762)0655    

環境用語 ゼロ･エミッション 太陽光・風力発電照明灯 

環境記者募集中 
環境情報活動センターでは区民「環境記者」を募集してい

ます。 

花の開花情報、地域の環境イベント情報など、身近な環境

情報をメールなどでお寄せくださる方を環境記者として登

録します。いただいた記事や写真は環境情報活動センター

のホームページなどに掲載します。区内在住、在勤、在学

で環境に興味のある方のご応募をお待ちしています。 

詳細は環境情報活動センターまで（TEL 03-5742-6533） 



 

●鉢植えのクロッカスを楽しみましょう●鉢植えのクロッカスを楽しみましょう●鉢植えのクロッカスを楽しみましょう●鉢植えのクロッカスを楽しみましょう（一般) 

常緑で冬場も楽しめるシルバーリーフのコットンラ

ベンダーとクロッカスの寄せ植えをします。 

日時／10月1日(土)14時～16時 

講師／奥 峰子（園芸文化協会理事） 

    

●自然エネルギー「空気」を使って実験しよう●自然エネルギー「空気」を使って実験しよう●自然エネルギー「空気」を使って実験しよう●自然エネルギー「空気」を使って実験しよう    
（小学生)  

空気の力でどんなことができ 

るか、ホバークラフトづくり 

と実験を通して学びます。 

ペットボトルや段ボールなど 

を使った家庭でできるリサイ 

クル工作もします。 

日時／10月2日(日)14時～16時 

講師／小蔦陽子（学研科学インストラクター） 

 

●牛乳パックで「はがき」を作ろう●牛乳パックで「はがき」を作ろう●牛乳パックで「はがき」を作ろう●牛乳パックで「はがき」を作ろう（一般) 

牛乳パックの原料である森林資源や紙パックのリサ

イクルの仕組みを学び、手すきのはがき作りを体験し

ます。 

日時／10月７日(金)13時半～16時 

講師／全国牛乳パックの再利用を考える連絡会 

 

●秋の寄せ植え●秋の寄せ植え●秋の寄せ植え●秋の寄せ植え（一般) 

秋を彩る野菊とススキの寄せ植えです。11月初旬に

開花予定のお花を使い、講習会後も製作品の観賞を

楽しんでいただきます。  

日時／10月28日(金)13時半～15時半 

講師／林秋江（秋草会会員） 

    

●実験とゲームで楽しみながら学ぶ「くらしと水」●実験とゲームで楽しみながら学ぶ「くらしと水」●実験とゲームで楽しみながら学ぶ「くらしと水」●実験とゲームで楽しみながら学ぶ「くらしと水」

（小学生)  

私たちが意外と知らない水に 

ついて「ヘ～！そうなんだ」 

を勉強してもらいます。 

汚れた水をきれいにする実験 

を全員が行います。 

日時／11月6日(日)14時～16時 

講師／岡本正義（日本環境協会こども環境相談室） 

 

 

●ハーブと草花のコンテナガーデン●ハーブと草花のコンテナガーデン●ハーブと草花のコンテナガーデン●ハーブと草花のコンテナガーデン（一般) 

香りを楽しめるハーブを入れた可愛いコンテナガーデン 

を作ります。 

日時／11月18日(金)14時～16時 

講師／原 由紀子（生活園芸家） 

 

●富士山の大自然と私たち●富士山の大自然と私たち●富士山の大自然と私たち●富士山の大自然と私たち（一般) 

 

 

 

 

 

 

 

富士山とそれを取り巻く環境 

についての話です。美しい富 

士山の環境と自然を守りましょう。 

日時／11月27日(日)14時～16時 

講師／外川英樹（自然・動物写真家 ） 

 

●エコなＬＥＤを使って●エコなＬＥＤを使って●エコなＬＥＤを使って●エコなＬＥＤを使って    

    クリスマスカードをつくろうクリスマスカードをつくろうクリスマスカードをつくろうクリスマスカードをつくろう（小学生）    

 

 

 

 

 

 

ＬＥＤを使ってわたしへのクリスマスカードをつく 

りましょう。 

日時／12月4日(日)14時～16時 

講師／水野さゆり(子供向けﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ‘ｲｸﾓ’代表) 
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●五感●五感●五感●五感((((ここではここではここではここでは    

「見る」と「聞く」「見る」と「聞く」「見る」と「聞く」「見る」と「聞く」))))を使ってを使ってを使ってを使って    
 木や葉っぱに隠れている虫

がいますが、かれらは木や葉っ

ぱと同じような色（保護色）を

して敵から身を守っています。

例えば木の皮と同じような色を

したセミがいます。右の写真の

ように見分けがつきません。

「あの鳴く木を本国に持ち帰り

たい」と言った外国人がいたと

いう逸話もあり

ます。また草むらにいるバッタの体が

緑色をしているのは、みなさんよく

知っていますね。 

 夏の虫と言えばセミですが、わかりますかセミの

名前と鳴き声。 

 

 

 

 

セミの名前はその鳴き声からつけられているものが

あります。「ジージリジリ･･･」はアブラゼミ、油で

あげものをしているような鳴き声です。「ミーンミ

ンミン…」はミンミンゼミ。「シャアシャア…」は

クマゼミです。西日本でおなじみのクマゼミは、近

年分布が北へ拡大していることが話題になっていま

す。セミの幼虫は長い間土の中で生活し、その後小

さな穴から地上に出てきて、木の幹などに登って脱

皮し、成虫になります。    

    

●私たちの近くにあるこんな不思議●私たちの近くにあるこんな不思議●私たちの近くにあるこんな不思議●私たちの近くにあるこんな不思議    

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．「しながわ中央公

園には、にぎりこぶし

より大きいまつぼっく

りがなる木がある」 

ホント？ 

    Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．「○」しな  

 がわ中央公園に 

 はヒマラヤスギ 

 がありますが、にぎりこぶしより大きなまつ 

 ぼっくりがなる木です。 

    Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．「木にはオス・メスがない」これホント？ 

    Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．「×」例えばイチョウにはオスの木、メス 

 の木があります。なお、ギンナンはメスの木に 

  しかなりません。 

    品川区役所前にイチョウ並木があります 

    が、その中にメスの木があり、時期によっ  

 て特有のにおいがします。12月には黄金色  

 のイチョウの葉が私たちの目を楽しませて 

 くれるでしょう。 

 ふ～んふ～んふ～んふ～ん

♪♪♪♪ 

いきものみっけいきものみっけいきものみっけいきものみっけ    http://www.mikke.go.jp/http://www.mikke.go.jp/http://www.mikke.go.jp/http://www.mikke.go.jp/    
環境省が実施する市民参加の生きもの調査です。 

セミの鳴き声やセミの鳴きまねが聞けるコンテンツもあります。 

このこのこのこのURLURLURLURLからセミの鳴き声や、つるの剛士さんのセミの鳴からセミの鳴き声や、つるの剛士さんのセミの鳴からセミの鳴き声や、つるの剛士さんのセミの鳴からセミの鳴き声や、つるの剛士さんのセミの鳴

きまねを聞くことができます。きまねを聞くことができます。きまねを聞くことができます。きまねを聞くことができます。 

    夏休みこども環境講座～生きもの博士になろう～夏休みこども環境講座～生きもの博士になろう～夏休みこども環境講座～生きもの博士になろう～夏休みこども環境講座～生きもの博士になろう～    

NPONPONPONPO法人生態教育センター法人生態教育センター法人生態教育センター法人生態教育センター    村松亜希子氏 村松亜希子氏 村松亜希子氏 村松亜希子氏     

（平成（平成（平成（平成23232323年年年年7777月／品川区環境情報活動センター）月／品川区環境情報活動センター）月／品川区環境情報活動センター）月／品川区環境情報活動センター）を参考を参考を参考を参考    

アブラゼミ ミンミンゼミ 

クマゼミ 
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 暑い陽射しの中に、いつ見ても花がある木。名前

は知っている、けれどいつも遠くから見るだけ、ど

れが一つの花なの？今回は「サルスベリ」をご紹介

します。 

サルスベリは中国南部原産の落葉樹で江戸時代に

渡来しました。「サルスベリ」という名は、猿でさ

えも滑ってしまいそうな、すべすべした幹に由来し

ます。開花時期の長さは別名になっています。「百

日紅」は「ヒャクジツコウ」と読み、100日も咲く

紅い花という意味です。「ヒャクニチ・クレナイ」

と発音すると、花が長い間きれいな色を保って咲い

ていることがわかります。 

 花一輪は花弁（花び

ら）６枚、一枚はフリ

ルのように全体が縮れ

ています。花弁のもと

のほうは軸のように細

くなり、めしべを中心

に放射状に広がります。 

この1つの花がたくさん

集まって房状に見えま

す。一つの花がずっと咲

いているわけではなく、

次々と花を咲かせるのです。「散れば咲き 散れば

咲きして 百日紅（さるすべり）」(千代女) 

花色は写真のものが主流ですが、濃淡があり、また

紫や白もあります。 

 近頃植栽に使われるようになった「シマサルスベ

リ」は白い花をつけます。琉球列島の固有種で、木

はかなり高くなりますが、花はサルスベリより小型

です。東南アジアに分布する「オオバナサルスベ

リ」には薬効があり、バナバ茶（フィリピン）とし

て利用されています。 

またほかにも別名「サルスベリ」と呼ばれる木があ

ります。理由はサルスベリ同様すべすべした幹にあ

り、「リョウブ」「ヒメシャラ」が該当します。 

花ばかりでなく、

葉っぱは向き合っ

ていたり（対生）

互い違いに（互

生）出て一括りに

できないのが、こ

の植物のおもしろ

さです。遠くから

眺めるだけでな

く、近くからも観

察してみましょう。 

  

（環境カウンセラー 倉田智子氏提供） 

打打打打ちちちち水大作戦水大作戦水大作戦水大作戦    
しながわしながわしながわしながわ2011201120112011    

7/23(7/23(7/23(7/23(土土土土))))～～～～8/23(8/23(8/23(8/23(火火火火))))    

夏の風物詩‘打ち水’は江戸の

昔から行われている暑い夏に涼

をとる暮らしの知恵です。 

打ち水に水道水は使いません。

雨水やお風呂の残り湯など再利

用水を使いました。 

●7月23日(土)戸越公園駅前南口商店街（今年のメ

イン会場）で「打ち水大作戦･しながわ2011」が開

催されました。早くから集まった子どもたちは、

今や遅しと打ち水開始の「かけ声」を待ち、午後3 

 時、カウントダ 

 ウンの後「しな 

 がわを涼しくし 

 よう！」のかけ 

 声とともに一斉 

 に打ち水が始ま 

 りました。 

 

●7月23日(土)西大井広場公園において、二葉中央

商店会主催の第31回品川納涼祭の開催に先だって

行われました。打ち水が終わった後「みんな、こ 

 れからも雨水やお風呂 

 の残り湯を使って水を 

 まきましょう。約束し 

 てくれますか！」の言 

 葉に、手を挙げて答え 

 ていました。 

●8月6日(土)平和坂通り商

店街でも打ち水が行われま

した。 打ち水が終わった

とき｢少し涼しくなったよ

うな感じがするね｣といっ

た声が、あちらこちらから

聞こえてきました。 

長い夏を彩る花「サルスベリ」長い夏を彩る花「サルスベリ」長い夏を彩る花「サルスベリ」長い夏を彩る花「サルスベリ」      品川区内の公園では、しながわ区民公園、品川区内の公園では、しながわ区民公園、品川区内の公園では、しながわ区民公園、品川区内の公園では、しながわ区民公園、    

        戸越公園、大井鹿島公園などで見られます戸越公園、大井鹿島公園などで見られます戸越公園、大井鹿島公園などで見られます戸越公園、大井鹿島公園などで見られます    

つぼみと葉っぱ 

戸越公園のサルスベリ 
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 食生活において環境問題を考える教育を行い、か

つ実際の料理に活かしている今井学院さん（品川区 

東五反田）の「今井学院男の料理」を訪問しまし

た。 

料理の前の買

い物ですが、食

材のストック確

認と計画的な買

い物、資源回収

への協力は基本

です。またでき

るだけ旬の食材

を選ぶことは、

美味しさ、栄養、CO2削減などのためにも良いことで

す。 

 さて今日の環境にやさしい料理メニューは「変り

柳川鍋」（鶏むね肉、ごぼう、もめん豆腐ほか）、

「ピーマンともやしの胡麻醤油かけ」、「ちくわと

卵の吸い物」です。環境にやさしい一工夫をしま

しょう。 

 豆腐が残ったときにはできるだけ水分を切って冷

凍しておくと高野豆腐になります。残ったもやしは

豆腐の空容器に入れて冷凍庫に保管します。ただし

2～3日で使い切りましょう。食べきれるだけの量を

器に盛り、食べ残さないようにし、生ごみの減量に

努めます。また使わないで残った食材は冷蔵、冷

凍、あるいは保存食（漬物など）にしましょう。ご

みは小さく切って嵩を減らし、絞って水分を少なく

します。冷凍庫活用のコツは、残ったものを適量に

分け、それぞれを少し離して袋に入れておくことで

す。そうしておくと後で取り出しやすいですね。バ

ナナは残ることがありますね。こんなときは皮をむ

いて切り、冷凍

庫に入れておく

とシャーベット

になります。 

「この話は何

度も聞いている

環境を考えた料

理のこつです」

と言う今井先生

ですが、生徒の

みなさんの耳にはタコが出来ているようです。この

ほか環境にやさしい料理についてのお話はたくさん

ありましたが、ここに

は書ききれません。 

 男の料理教室でした

が、中には包丁さばき

も堂に入った「ベテラ

ン」に属するみなさん

の料理に取り組む姿

に、元気がみなぎって

いるのを感じました。 

 環境記者の中西さんと新居﨑さんから、西中三

丁目(西中延三丁目)町会で行っている資源回収

事業について紹介していただきました。 

 私たちの町会では月に3回、新聞、雑誌、ダンボー

ル、アルミ缶などの資源回収を行っています。 

朝早くから行っており、町会の皆さんの協力に

よって成り立っています。 

「回収へのご協力に感謝」 

 

 

 

 

 

 

 

 環境記者の徳島さんは「品川・大井町 みどりと

花を守る会」という団体を発足させて、鹿島庚塚

児童遊園の清掃ボランティア活動をしています。 

月に2回程度の清掃活動ですが、季節ごとの落ち葉や

日常ゴミの収集、煙草の吸殻等が実施する度、大き

なゴミ袋3袋程度回収されています。 

今後は参加メンバーも増員して、もう少し大きなイ

ベント等も実施したいと考えているとのことです。   

   【清掃前】        【清掃後】 
   
 

環境記者活躍中 

  皆さまの地域で行われている環境活動についてのご紹介をお待ちしています。 

  ご連絡は品川区環境情報活動センター（TEL 03-5742-6533）まで 

環境問題は一人ひとりの実践から 

今井学院 男の料理今井学院 男の料理今井学院 男の料理今井学院 男の料理    
（平成2２年度しながわ環境賞受賞） 
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●鉄道の開業と品川（中学生以上) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治5年、新橋・横浜間に鉄道が開通しました。 

それに伴い鉄道周辺や品川宿に住む人々の生活環境

が大きく変化しました。 

 日時／2月4日(土)14時～16時 

 講師／中野光将（品川歴史館学芸員） 

 

●古帯でおひなさまを作ろう（中学生以上) 

不要になった帯や着物を再利用して可愛らしいひな

人形を作ります。 

 日時／2月12日(日)14時～16時 

 講師／竹中信子（アートディレクター） 

 

●‘光のジュース’で遊ぼう！（小学生) 

赤緑青３色のLED（発光ダイオード）を使って、光と 

色の不思議を探検します。紙コップに入れた３色の

LEDはまるで‘光のジュース’のようです。この‘光

のジュース’を使って、光の合成実験を行います。 

 日時／2月26日(日)13時半～15時半 

 講師／久保利加子 
 （科学技術振興機構･理科大好きボランティア講師 ） 

 

●春の寄せ植え（一般) 

 

 

 

 

 

 

 

サギ草にベニチガヤを添えて寄せ植えをします。 

7～8月頃に開花予定の夏の花ですので、講習会後に

花の観賞をお楽しみいただけます。 

 日時／3月9日(金)13時半～15時半 

 講師／秋草会会員 

しながわECOだより2011年度Vol.3 
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●春のこども環境講座（小学生) 

気象予報士から学ぼう～天気の不思議と環境～ 

 

 

 

 

 

 
 

天気の不思議と環境について、実験をしながら楽しく学

びます。 

 日時／3月17日(土)ワタで雲の図鑑を作ろう   

  3月18日(日)雨量計を作ろう 

  3月20日(祝)霜柱実験器を作ろう 

    各回とも14時～16時 

 講師／気象予報士（気象キャスターネットワーク） 

 

、 

 「みどりと花のフェスティバル」がさわやかな秋

空の下で開催され、さまざまなイベントが参加し

た人を楽しませてくれました。 

●１０月８日(土)､９日(日) しながわ区民公園 
 よく晴れ渡ったさわやかな秋 

晴れの下で、多くの親子連れな 

どが楽しい1日を過ごしました。 

 しながわ区民公園にはとち、

しい、くぬぎなど多くの種類の 

どんぐりがあり、どんぐりと切 

り株は自由に持ち帰ることがで 

きました。また会場ではそれら 

を使った工作に人気がありまし 

た。 
 

 

 

 

 

 
 

●１０月１５日(土)､１６日(日) 戸越公園 

 16日の東京の最高気温は30℃近くにもなり、秋と

は思えないほどの暑さを感じる日でした。まぶしい

ほどの太陽に公園の木々や 

草花が輝いていました。 

 園内で育てた植木や草花 

がもらえるコーナーには来 

場者が列を作っていました｡ 

また植木、土、肥料の販売 

や盆栽、山野草の展示コー 

 ナーもあり、たくさん 

 の方が見入っていまし 

 た。肥料は業務用の特 

 別配合品が販売され、 

 便利に使えそうでし 

 た。 

 会場には屋台が並び、 

椅子とテーブルもあって休憩 

や簡単な食事が出来るように 

なっており、好天の下で自然 

に親しみながら環境を考える 

良い機会となりました。 
 

●１０月２２日(土)､２３日(日) 東品川海上公園 

 いろいろな楽しいコーナーがあり、来場者は思い

思いのコーナーに参加していました。 

[ミッフィーの押し花作り] 

ミッフィーなどを描いた台 

紙に公園の花で作った押し 

花を貼りました。 

[ポプリ作り] 

ハーブや香辛料などを使っ

て手軽にできるオシャレな

ポプリを作りました。 

 

[植物クラフト作り] 

 公園のどんぐり、剪定枝 

 葉っぱなどを使ったクラ 

 フト作りや、ススキを使 

             ったフクロウ作りを体験   

                        しました。 

[ステンシルでオリジナルカード作り] 

プラスチックの薄い板に簡 

単なイラストの形がくりぬ 

かれています(ｽﾃﾝｼﾙ)。 

白いカードにこのステンシ 

ルを当て、くりぬかれてい 

る部分に絵具を塗ると、ほ 

ら楽しい絵が描けました。

これは飛行機の絵ですね。 
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みどりと花のフェスティバル 
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 松竹梅はどっしりと厳かに新年を飾ります。新たな年

を祝う縁起物として、ほかに赤い実のなるものがありま

す。それらをご紹介しましょう。 

 寄せ植えにヤブコウジ、生け花ではセンリョウ、植え

込みにはマンリョウ、ほかに同じような風情の赤い実に

カラタチバナやアリドオシがあります。昔はこれらを十

両、千両、万両、百両、一両などと俗に呼んでいまし

た。この段階的表現は、木の大きさや付く実の量、命名

の由来や状態を表わしています。 

つまり十両（ヤブコウジ）は百両（カラタチバナ）より

小さく、万両は葉の下に垂れさがる実が千両より重いと

発想したのです。アリドオシは一両といいながら、十両

のヤブコウジより木は大きくなります。鋭いとげはマイ

ナス要因、しかし格下げしてでも「有」という良い名を

根拠に、赤い実の仲間に入れたのでしょう。 

 センリョウとマンリョウの違いは、実が上部につくの

がセンリョウ（写真左）、マンリョウ（写真右）は葉の

下につくので鳥に食べられにくいといいます。 

他の木の実、ピラカンサやムラサキシキブなどが年の暮

れには無くなってしまう中、確かにマンリョウだけは立

春を過ぎても実があります。鳥の落とし物から毎年芽生

え、２０年経過したものは1.5メートルを超えました。 

 シロミノマンリョウの 

実は白いために「熟して 

いない＝食べられない」 

と鳥に認識されるのでし 

ょう、一年経った今でも 

まだ残っています。 

 お正月に活けたセンリ 

ョウの実をまきました。 

春に発芽し、なんと３年目に花が咲き、実が付きまし

た。実付きが悪いと言われるのは梅雨のころ花が咲くた

めで、花粉が雨に流されてしまうのです。栽培地では雨

よけのため、覆いをすると聞きました。実は上につくた

め鳥に食べられやすいと言いますが、野外で自生を見る

ことはまれです。植木鉢で栽培は可能です。ぜひお試し

ください。 

 アリドオシはアカネ科、センリョウはセンリョウ科、

ほかの３種はヤブコウジ科です。 

科が同じということは花の形が似ているということで

す。意外に思われるかもしれませんが、ヒトリシズカは

センリョウの仲間です。花の時期に観察してみましょ

う。 

     （環境カウンセラー 倉田智子氏提供） 

<東品川海上公園のつづき> 

[富山からのアイスチューリップ] 

球根を冷蔵保存することで開花時期をずらし、一年 

 中いつでもチューリ 

 ップを咲かせること  

 ができるそうです。 

 公園内では紅葉と一 

 緒に楽しめそうでし 

 た。 

寄せ植えやガーデニングの紹介、苗・球根の販売、

絵本や紙芝居などのコーナーがあり、参加者は東品 

川海上公園でのひとときを楽しんでいました。 

      

 

  

  

 絵に描いたような  

 アイスチューリップ 

お正月を彩る植物 （センリョウ、マンリョウ） 

●１０月２９日(土)､３０日(日) 西大井広場公園 

 広いグランドでは工作、寄せ植え、ミニ動物園、

植木の販売，休憩所などのコーナーがありました。 

 工作コーナーでは園内で折れた枝などを輪切りに

したものやどんぐりに色を付けたり、ボンドで貼っ 

 たりして思い思いの作品  

 を作り上げていました。 

   ミニ動物園のコーナーで 

 は、動物にさわったり抱っ 

 こするなどして、命の大切 

 さを学ぶ良い機会だったと 

 思いました。  

品川区内の公園で行われたこれらのフェスティバ

ルでは、緑と花に親しみながらいろいろなイベン

トが体験でき、かつ環境も考えられる楽しい機会

です。次回（来春）はぜひ参加してみませんか！ 
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環境記者活躍中 

それには理由があります。 

 イチョウが日本に植えられるように

なったのは平安後期から鎌倉時代、中

国からお坊さんが持ち込んだものとされています。 

植えた後、実がなるまでに孫の代までかかるという

意味で「公孫樹」とも呼ばれます。長生きする木な

ので縁起が良いとされ、また大きくなるのが早く立

派に見えることも、神社やお寺にふさわしいので

しょう。さらに葉っぱには水分が多いため、火事の

延焼を防ぐ目的で境内に植えられたようです。 

 「鴨脚樹」という名前もあり、これは葉の形をカモ

の足に見立てたものです。「ヤーチャオ」と読み、

これが訛って「イチョウ」になったといいます。 

 街路樹にイチョウ並木が多いのは大気汚染に強い

ためです。 

 

 区内では品川寺や光福寺などのイチョウが区指定

文化財に認定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

     品川寺        光福寺 

 平成23年11月17日(木)、第16回環境記者情報交換会が

８名の環境記者の出席のもとで行われました。 

今回は従来にも増して幅広い内容での意見交換が行わ

れ、改めて環境をテーマとした問題の広さ、奥深さにつ

いて考えさせられました。 

 第一京浜国道沿いに植えた花の管理をボランティアで

行っている真壁さん。五反田駅周辺を綺麗にしている方

がお二人で、福田さんは大学の仲間や地域の方たちと一

緒に、畔柳さんは個人で歩道のごみ拾いをしています。 

志賀さんは平塚二丁目町会の副会長兼花と緑の部長とし

て活躍、街の美化に努めています。 

 企業で環境活動全般の業務に携わっている小野さんは

区内の公園を綺麗にしています。また企業内で省エネに

知恵を絞っている辻本さん。若井田さんは区の青少年委

員としても活躍しています。福島県に農場を持ち、放射

能被害を受けている新居﨑さんの深刻なお話もありまし

た。みなさんの日々の活動が街の環境維持や改善の力に

なっていると思います。 

環境記者情報交換会 

 ‘五反田綺麗にし隊’は清泉女子大学の学生が五

反田駅周辺を綺麗にしようと集まった仲間で、五反

田商店会の皆さんとともに定期的に清掃活動を行っ

ています。この活動の目的は街を綺麗にすることは

もちろんですが、街の人たちに挨拶をしてこの活動

をアピールすることです。 

 花壇にはまたお花が

咲きました。そしてタ

クシー乗り場周辺に多

かったタバコの吸い殻

が１年前よりも少なく

なってきたことを実感

できたことは嬉しいこ

とです。 

 でもまだまだ改善され 

 ない問題も多いです。 

 タクシー乗り場周辺の 

 植え込みにはペットボ 

 トルや缶･ビン類､お弁 

 当のゴミなどが目につ 

 きます。 

 私たちの活動が少

しでも五反田駅周辺

の美化につながって

くれたらうれしいな

と思っています。 

五反田駅周辺を綺麗にしています 
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２０１１年度 Vol.４ 

しながわ環境大賞と緑化大賞の授賞式が、2月18日(土)

きゅりあん小ホールで行われました。 

 しながわ環境大賞は、環境保全に関する活動をしてい

る団体や個人を顕彰し、区民の環境保全に関する自主的

な取り組みを促進することを目的としています。 

 緑化大賞は、地域の環境や景観の向上に資するような

優れた緑化を行なった方々を顕彰し、区民の皆様の緑化

に対する意識の向上を図ることを目的としています。 

しながわ環境大賞受賞者の活動をご紹介します 

平成24年2月18日(土) きゅりあん小ホール 

●株式会社 日立ソリューションズ 
 

 2003年10月に路上歩行喫煙禁止条

例が適用され、「捨てる人ではな

く、拾う人へ」ということで参加者

を募って清掃活動を開始しました。 

 ごみは街路樹の植え込み付近に多

く、GWや年末年始などの休みの後に

量が多くなります。従業員はもとよ

り、近隣や自治会の方々にも参加を

呼びかけて活動を行っていますが、

今後は参加者を増やし、継続して地

域の皆さんと連携していくことが重

要であると考えています。 

●山中こどもエコクラブ 
「親子エコ活動」 

  

 

 「楽しく、美味しく、自然に親し

み、環境にやさしい活動を」の呼び

かけのもと、第二校庭、屋上菜園、

学校周辺を中心に、毎月1回土曜日の

午前中、四季折々の活動を通して身

近な自然を味わいながら、環境学習

に取り組んでいます。低学年を中心

に、毎回70～80名の参加者で盛り上

がっています。子どもはもちろん、

保護者にとっても自然や環境につい

て学ぶだけでなく、学校を知る良い

機会になっています。 

●西中延三丁目町会 
「地域の資源回収活動」 

  

 活動は町会会館を建てたいという

夢を持って、20年ほど前にスタート

しました。毎月3回、朝7時から9時ま

で3台のリヤカーが各家庭を訪問す

る、あるいは回収場所に持ってきて

いただくなどして集めています。こ

の活動を通じて、ごみを出さないと

いう意識が高まり、町会の団結や町

会行事の活性化につながり、住みや

すい町会になってきています。 

また、昨年は収益金の一部を東日本

大震災の義援金にしました。 

株式会社 ニコン 大井製作所「省エネルギー活動、地域活動」、平塚二丁目町会「花いっぱい運動」、  

八ツ山パークフラワーグループ「みどりと花のボランティア 八ツ山パークフラワーグループ」、    

品川区立浜川中学校「地域環境整備活動」、品川区立清水台保育園「エコチェック」、       三

谷千枝子「地域清掃活動」 

環境賞 

しながわ環境大賞 緑化大賞 
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●積水ハウス株式会社（事業者） 

「御殿山プロジェクト」   

 御殿山の原風景の再生、広域な緑軸の形成、「3

本は鳥の為に、2本は蝶の為に」という当社の街づ

くりの理念である「5本の樹」計画を基にプロジェ

クトを進めてきました。地域の生態系に組み込まれ

るように在来種を中心とした植栽を行い、実際に多

くの蝶や鳥の飛来につながっています。地域の皆さ

んに散策していただけるスペースを設け、都会の中

ではなかなか見ることが出来ない風景をご覧いただ

ける事と思います。 

●ソニー株式会社（事業者） 

 株式会社 日建設計（設計者） 

「ソニー株式会社ソニーシティ大崎」 

 都市の平 

 均気温の上 

 昇は大きく、 

 建物や道路

などが熱を溜めることが大きな原因といわれていま

す。当ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、ﾋﾞﾙを冷やす新技術の導入など

で歩行域を涼しくし、周辺の緑地がｸｰﾙｽﾎﾟｯﾄになり、

建築計画全体が大きな樹木のようになるという夢を

もったものです。 

 当ﾋﾞﾙは森をｲﾒｰｼﾞした植栽、ﾋﾞﾙ入口の大型ﾓﾆﾀｰ

で季節の樹木の紹介、屋上緑化に野草ﾏｯﾄの使用に

よる生物多様性への配慮などを行っています。 

スズメとカラス   

 

スズメとカラスは昔話や童謡に登場する、人には

なじみが深い鳥です。近頃スズメは生息数を減らし、

カラスはごみをあさる迷惑鳥となりました。その原因

はどちらも都市化にあるようです。 

さて植物では、スズメとカラスの名のものを何種

類か見ることができます。その一番はカラスノエンド

ウ！マメ科で、春先に濃いピンク色の花を咲かせま

す。そしてスズメノエンドウもあります。こちらは小

さな、小さな薄紫の花です。カラスは大きい、スズメ

は小さいという形容が名前の由来のようです。 

カラスノエンドウはとてもボリュームがありま

す。巻きひげを伸ばして、たがいに絡みつき、上へ上

へと延びていきます。この群落は、たくさんの株がひ

しめき合っているのではなく、たった一株です。支え

る根は、地上の部分の繁り具合に比べると、それほど

長くはありません。芽生えの季節「春」は生きものを

育むのに十分な雨を降らせる

ようです。 

 

 

スズメノエンドウを近所で初めて見つけた時、う

れしくて小躍りしました。しかし芝生の中だったため

草刈りされてしまい、次の年はなくなりました。しか

し庭にはたくさんの芽生えがありました。鳥たちが種

まきをしていたのです。 

花や姿の大小の違いだけではなく、実った時もそ

れぞれ特徴があり、楽しめます。カラスノエンドウの

さやは真っ黒！羽の色と同じです。それでカラスなの

でしょう。スズメノエンドウは、まるでアルファベッ

トの「Ｂ」のようで、さやのマメは2個、実った時の

色は茶色です。 

「カスマグサ」というカラスノエンドウとスズメ

ノエンドウの中間形があります。 

花色はカラスノエンドウと同じですが、草丈は相当小

さく、花もかわいい大きさです。名前はカラスの

「カ」スズメの「ス」、間の「マ」に「クサ」ですか

ら、野外でカラスノエンドウとスズメノエンドウの両

方を見つけると、カスマグサもあるに違いないと、

きょろきょろ探しまわる人を見かけます。これは大変

な思い違いで、交配種ではありません。 

カラスノエンドウは植え込みや街路樹の周囲でみかけ

ます。この場所には、ほかにもいろいろな草の芽生え

があります。雑草、迷惑な草と退けないで、観察して

みましょう。 

 （環境カウンセラー 倉田智子氏提供） 

(左)カラスノエンドウ：別名ヤハズエンドウ 花盛り  

(右)植え込みにみっけ「まっくろ黒の実」           

(左)スズメノエンドウの花    (右)同 熟した実           

緑化大賞受賞者の活動をご紹介します 

 パークハウス品川中延管理組合「パークハウス品川中延」 

 東五反田二丁目第２地区市街地再開発組合「東京サザンガーデン」 緑化賞 
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 品川区内には季節の変化を感じられるところや

自然を楽しめる場所がたくさんあり、これからの

季節にはいろいろな花々が‘私たち’を見てくだ

さいと言わんばかりに咲き誇ります。ご家族で各

地にお出かけになってはいかがでしょうか。 

 今回は最も親しみのある花、桜をご覧くださ

い。また皆さまがお撮りになった今年の区内の桜

の写真がございましたら、当センターまでお送り

ください。ホームページに掲載させていただきた

いと思います。写真は昨年撮影したものです。 

目黒川 

東品川海上公園 
しながわ区民公園 

かむろ坂 

目黒川 

立会道路 

大井水神公園 

私たちのグループ「リメイク‘絆’」は、‘箪笥

の肥やし’になっている洋服、着物等を利用して

コートやバッグなどを作っています。 

 ‘箪笥の肥 

 やし’は思  

 いのほか多 

 くあり、い 

 ずれも父母 

 や祖父母の 

 思 い 出 が

いっぱい詰まった品物です。皆様方のお家にもある

と思いますが、いかがでしょう？ 

そのままにしておくのはもったい

ない、そんな気持ちが私たちをこ

の活動に駆り立てました。「捨て

ないで、生れ変って、また役に立

つ」を活動テーマとして、12人の

仲間が月2回集まって制作を楽しん

でいます。 

作品の一例をご紹介します。 

・羽織からコートなどの衣類（私たちが着ているもの   

 はいずれもリメイクしたものです） 

・着物や洋服、帯からバッグや帽子など 

活動を始めて６年になりますが、これまでに作った品

数は数百点にも及んでいます。これらの作品をバザー

等で販売し、収益金から制作にかかった最低限の材料

費を引いた金額を東日本大震災の被災地などに寄付す

ることにしています。 

私たちの活動紹介 古布の七変化～洋服から小物まで～ 

しながわ中央公園 



 

●さき布から｢ぞうり」を作ろ

う（中学生以上） 
家庭にある古布を使って「オリジ

ナルぞうり」を作ります。 

（２日間で完成します） 

日時／4月29日(日)、30日(休) 

   13時30分～16時 

●林試の森公園で自然のふしぎ

発見！（小学生と保護者）  

この木はどこから来たの？水はい

ろいろな形に変わるなど、公園内

で自然のふしぎを学びます。 

日時／５月１３日(日)14時～16時 

●カナダ極北の大自然の動物と

イヌイットの人たち（一般） 

地球温暖化の影響で野生動物の生

態が変化しています。極北に住む

人たちと動物の話です。 

日時／５月２０日(日)14時～16時 

●緑のカーテン作りを学ぼう 
（一般） 

ゴーヤとフウセンカズラを使って

緑のカーテン作りを教わります。 

配布された種を持ち帰り、自宅で

緑のカーテンを作ります。 

日時／６月３日(日)14時～16時 

●エコロジー社会だった「江戸」

の市民生活の実情を探る（一般） 

江戸のエネルギー使用、衣食住、ご

み処理など、江戸時代の生活はこの

ようでした。 

ご好評につき、昨年に続き開催 

日時／６月９日(土)14時～16時 

●地球温暖化とエネルギー問題 
（一般） 

世界的に大きな問題となっている

テーマについて、分かり易く解説

します。  

日時／７月１３日(金)14時～16時 
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本紙は古紙を配合した

用紙で作成しています 

 

環境学習講座のご案内 皆さまのご応募をお待ちしています 

しながわECOだより2011年度Vol.4 
発行：品川区都市環境事業部環境課 

編集：特定非営利活動法人 

   エコタウンしながわ 

発行日：平成24年3月14日 

住所：〒140-8715  

   品川区広町2-１-36 

   品川区環境情報活動センター内 

TEL/FAX：03-5742-6533 

E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

HP：http://shinagawa-eco.jp/ 

講座の開催日、名称等はいずれも

予定です。内容、応募方法等につ

いては「広報しながわ」、「品川区

環境情報活動センター」のホーム

ページにて後日掲載します。 

リサイクルショップ 

「リボン」をご存知ですか？ 
「リボン」はNPO法人「エコタウン

しながわ」が品川区の協力を得て

運営しているリサイクルショップ

で、旗の台店と大井町店がありま  

す。 

 

 

「ものを大切に使おう」 

 をテーマに 
洋服、バッグ、雑貨や家具など、

ご家庭にある品物の買い取りや委

託販売をしています。 

「捨てるのはもったいない」、「ご

縁があれば他の方に使っていただ

きたい」、そんな品物がありました

ら「リボン」をご利用ください。 

 お買い得品や掘り出し物を 

 いろいろと揃えています。 
「リボン」では、みなさまのご来

店をお待ちしています。 

詳細はそれぞれのお店にお問い合

わせください。 

  旗の台店  03-5498-7803 

 大井町店   03-5742-6933 

「もったいない・・・」 の気持ちを大切に 

旗の台店 大井町店 

●身近なもので作ろう「世界で

ひとつの立方体万華鏡」（小学生） 
あまり目にすること 

のない箱型・立方体 

の万華鏡です。オリ 

ジナルデザインを楽 

しみましょう。 

日時／6月17日(日)  

   14時～16時 

●牛乳パックで立体メガネを作

ろう（小学生） 

牛乳パックを切り抜いてレンズ 

をはめ込み、２枚の写真を見る 

と３Ｄ画像が見られます。 

日時／6月24日(日)14時～16時 

●風力発電機を作ろう（小学生） 

 ペットボトルで作った羽根車に  

 風を吹きつけて発電機を動かし   

  接続したモーターを回します。 

 再生可能エネルギーの風力発電 

 の工作と実験をします。 

 日時／7月8日(日)14時～16時 

 

夏休み前  小学生向け環境講座 

 


